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お
し
ら
せ

information

生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］　

11
月
15
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

11
月
20
日（
火
）・
12
月

４
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

12
月
13
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

12
月
６
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

12
月
６
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
ヒュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

●
高
野
地
域

と
き　

12
月
11
日（
火
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き　

12
月
６
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き　

12
月
12
日（
水
）

９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−
６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

11
月
15
日（
木
）・12
月
20
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

11
月
16
日（
金
）・12
月
21
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−
２

−
５
１
３
１

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

◆［
庄
原
地
域
］

○
身
体　

12
月
10
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的　

12
月
４
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　
ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

11
月
20
日（
火
）

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

12
月
12
日（
水
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

中
国
５
県
縦
断
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

　

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中

国
ブ
ロッ
ク
会
が
主
催
す
る
無
料

相
談
会
で
す
。

　

相
続
や
成
年
後
見
、夫
婦
親

子
関
係
、近
隣
関
係
や
交
通
事

故
な
ど
、法
律
問
題
で
悩
ん
で
い

る
方
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

事
前
の
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

と
き　

11
月
18
日（
日
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
・
東
城
支
所

　

な
お
、相
談
会
実
施
当
日
は
、

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
１
２
０

−

２
２
２

−

０
７
９
）に
よ
る
電

話
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、来
場

が
難
し
い
方
は
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
中
国

ブ
ロッ
ク
会
事
務
局

☎
０
８
２

−

２
２
１

−

５
３
４
５

（
９
時
～
17
時
）

催

　

し

庄
原
市
ス
タ
ー
式
駅
伝

　

今
年
で
61
回
目
を
迎
え
る
ス

タ
ー
式
駅
伝
大
会
。ゴ
ー
ル
を
目

指
し
、ひ
た
す
ら「
た
す
き
」を
つ

な
ぐ
ラ
ン
ナ
ー
へ
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

12
月
２
日（
日
）

ス
タ
ー
ト

10
時
30
分

女
子
の
部（
中
学
生
、一
般
）

10
時
50
分

男
子
の
部（
中
学
生
、高
校
、職

域
、一
般
）

ス
タ
ー
ト
地
点　

上
野
総
合
公

園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
体
育
協
会

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

６
８
８
０

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
９
６

　

庄
原
市
の
高
齢
化
率
は
38・１
％
（
概
ね

５
人
に
２
人
）で
す
。そ
の
う
ち
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
25・５
％（
概
ね
４
人

に
１
人
）と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
24
年
８

月
31
日
現
在
）

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
今
、長
い
人
生
を

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
過
ご
す

た
め
に
は
、介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

介
護
予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

❶　

運
動
機
能
を
向
上
さ
せ
よ
う
！

　

か
ら
だ
を
動
か
さ
ず
に
い
る
と
、筋
力
や

意
欲
の
低
下
を
招
き
ま
す
。運
動
は
筋
肉

や
骨
の
衰
え
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、呼
吸
や

心
臓
な
ど
に
も
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
よ
う
な
有
酸
素
運
動
と
筋

力
ア
ッ
プ
の
運
動
を
取
り
入
れ
て
、運
動
を

習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

❷　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

　
　

と
ろ
う
！

　

あ
っ
さ
り
し
た
食
事
ば
か
り
だ
と
低
栄

養
状
態
に
な
り
ま
す
。『
ご
飯
と
漬
物
』で

食
事
を
済
ま
せ
ず
、油
脂
類
や
動
物
性
た
ん

ぱ
く
質
も
と
り
ま
し
ょ
う
。野
菜
は
緑
黄
色

野
菜
や
根
菜
な
ど
旬
の
も
の
を
取
り
入
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

酢
、香
辛
料
、香
り
の
高
い
野
菜
を
取
り
入

れ
、薄
味
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

❸　

口
腔
機
能
を
向
上
さ
せ
よ
う
！

　

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
、会
話
を
楽
し
む

た
め
に
も
、口
の
健
康
は
大
切
で
す
。毎
食

後
、歯
磨
き
や
義
歯（
入
れ
歯
）の
手
入
れ
を

忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。か
か
り
つ
け
の
歯

科
医
を
も
っ
て
、定
期
的
に
歯
の
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

❹　

し
っ
か
り
外
出
し
よ
う
！

　

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
と
心
身
の
活
動

が
不
活
発
に
な
り
ま
す
。放
っ
て
お
け
ば
転

倒
や
寝
た
き
り
、認
知
症
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。週
に
２
～
３
回
は
外
出
す

る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。地
域
の
活
動

も
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
交
流
が
も
て
る
の

で
、積
極
的
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❺　

認
知
症
を
予
防
し
よ
う
！

　

認
知
症
に
な
る
と
次
の
３
つ
の
機
能
が
低

下
し
て
き
ま
す
。

①
自
分
で
計
画
を
立
て
て
行
動
す
る

「
計
画
立
案
」機
能

②
２
つ
以
上
の
こ
と
を
同
時
に
行
う

「
注
意
分
散
」機
能

③
出
来
事
を
記
憶
し
、そ
れ
を
思
い
出
す

「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」機
能

　

こ
れ
ら
の
機
能
は
趣
味
を
持
つ
こ
と
で
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。旅
行
、園
芸
、料

理
、囲
碁・
将
棋
、日
記
を
つ
け
る
な
ど
、自

分
が
楽
し
め
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

❻　

う
つ
を
予
防
し
よ
う
！

　

高
齢
期
は
、配
偶
者
や
友
人
と
の

死
別
、退
職
な
ど
喪
失
感
を
抱
き
や

す
い
年
代
で
す
。「
私
、し
ん
ど
い
ん

よ
」と
相
談
で
き
る
人
や
場
が
あ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。「
毎
日
の
生
活
に
充

実
感
が
な
い
」「
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
い

た
こ
と
が
楽
し
め
な
く
な
っ
た
」な
ど

の
う
つ
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
、早
め

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

介
護
予
防
事
業
に
参
加
を

　

市
は
、で
き
る
だ
け
要
介
護
認
定

を
受
け
ず
、自
分
ら
し
く
地
域
で
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、市
内
各

地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防

事
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気
づ
く
り

は
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
継
続

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。い

く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
の
こ
と
が
自
分

で
で
き
、笑
顔
で
生
活
を
送
る
た
め

に
、介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
５

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−
１
１
６
５

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）ま
で
。

介護予防で
自分らしい
生活を！山　本　尋　恵

西城支所市民生活室
主任保健師

介護予防事業の様子
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information

主
田
肇
・
主
田
純
子
二
人
展

　

ー
親
子
で
描
く

洋
画
・
版
画
・
デ
ザ
イ
ン
ー

　

西
城
町
出
身
の
主
田
肇
・
純

子
さ
ん
親
子
の
作
品
30
点
を
展

示
し
ま
す
。

と
き

11
月
８（
木
）～
12
月
２
日（
日
）

と
こ
ろ　

時
悠
館

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７

−

６

−

０
１
６
１

庄
原
市
人
権
講
演
会

と
き　

12
月
６
日（
木
）

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

講
師

弁
護
士　

菊
地　

幸
夫
さ
ん

演
題　
「
出
会
い
の
人
生
か
ら
学

ん
だ
こ
と
」

　

テ
レ
ビ「
行
列
の
で
き
る
法
律

相
談
所
」や
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で

お
馴
染
み
の
菊
地
弁
護
士
が
、

地
域
の
小
学
生
へ
の
バ
レ
ー
指
導

を
通
じ
た
子
ど
も
た
ち
と
の
出

会
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い 菊池幸夫さん

の
人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど

を
語
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、ひ
と
つ
ひ

と
つ
か
け
が
え
の
な
い“
出
会
い
”

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

比
和
人
権
講
演
会

と
き　

11
月
29
日（
木
）

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
文
化
会
館

講
師

落
語
家　

笑
福
亭
松
枝
さ
ん

演
題　
「
落
語
で
考
え
る
人
権
」

　

昭
和
25
年
大
阪
府
貝
塚
市
生

ま
れ
。上
方
落
語
協
会
理
事・同

調
査
委
員
長・同
番
組
編
成
委

員
長
を
務
め
、現
在
は
大
阪
府

堺
市
に
在
住
。

　

人
権
に
つ
い
て
、落
語
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い

講
演
会
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

県
立
広
島
大
学
学
術
講
演
会

　

現
在
、地
産
地
消
だ
け
で
は

地
域
振
興
は
難
し
い
時
代
に
な
っ

て
お
り
、地
域
の
も
の
を
外
に
ど

う
売
る
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。講
師
の
鈴
木
正

晴
さ
ん（
日
本
百
貨
店
社
長
）か

ら
、日
本
の
各
地
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
結
ぶ
そ
の
豊
富
な
経
験
を
基

に
し
た「
地
域
の
モ
ノ
と
コ
ト
を

売
り
出
す
戦
略
」を
学
び
ま
す
。

と
き　

12
月
７
日（
金
）

14
時
40
分
～
16
時
10
分

と
こ
ろ　

県
立
広
島
大
学
庄
原

キ
ャ
ン
パ
ス

講
師

日
本
百
貨
店
社
長

鈴
木　

正
晴
さ
ん

演
題　
「
買
う
の
は
モ
ノ
で
あ

り
、コ
ト
な
ん
で
す
。」

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学
総
務
課

☎
０
８
２
４

−

７
４

−

１
０
０
０

認
知
症
介
護
予
防
講
座

　
「
認
知
症・予
防
と
安
心
の
町

を
」を
テ
ー
マ
に
介
護
予
防
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、身
体
に

障
害
が
あ
っ
て
も
、安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
に
す
る
た
め
に
、何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
23
日（
金・祝
）

10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

内
容

•
第
一
部　

認
知
症
予
防
の
お

話•
第
二
部　

講
演

講
師

池
田　

武
俊
さ
ん（
福
岡
県
大

牟
田
市
役
所
保
健
福
祉
部
長
寿

社
会
推
進
課
長
）

•
第
三
部　

対
談

池
田　

武
俊
さ
ん

山
内　

文
雄
さ
ん

（
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
）

和
田　

行
男
さ
ん（
㈱
大
起
エ
ン

ゼ
ルヘル
プ
）

問
い
合
わ
せ

医
療
法
人
社
団　

聖
仁
会　

介
護
老
人
保
健
施
設　

愛
生
苑

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

８
６
８
６

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
６
５

庄
原
さ
く
ら
学
園
・
青
空
・

庄
原
も
み
じ
園
・
学
園
祭

　

第
33
回
学
園
祭
の
テ
ー
マ
は

「
絆
」で
す
。神
楽・太
鼓・各
種
バ

ザ
ー
な
ど
楽
し
い
催
し
物
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。ご
家
族
そ
ろ
っ
て

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日（
金・祝
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ

庄
原
さ
く
ら
学
園

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

０
８
８
４

募

　

集

県
立
広
島
大
学
公
開
講
座

「
県
北
の
農
業
振
興
と
尾
道
松

江
線
の
開
通
」

　

尾
道
松
江
線
の
開
通
の
影
響

に
つ
い
て
知
り
、尾
道
松
江
線
の

活
用
と
県
北
の
農
業
振
興
へ
の

貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
、農
産

物
、農
産
物
加
工
品
の
販
売
に

関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
20
日（
火
）

13
時
～
16
時
10
分

と
こ
ろ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

対
象
者　

県
北
在
住
の
農
業
関

係
者
お
よ
び
農
業
や
地
域
振
興

に
関
心
が
あ
る
方

募
集
定
員　

50
人

受
講
料　

１
千
円

講
座
内
容　

尾
道
松
江
線
開
通

の
活
用
と
農
産
物
の
販
売

講
師

藤
田　

泉
教
授

西
川　

洋
行
准
教
授

申
し
込
み
方
法　

　

申
込
書
と
80
円
切
手
を
貼
っ

た
長
形
３
号
返
信
用
封
筒
を
11

月
14
日（
水
）必
着
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。折
り
返
し
、受
講
票

と
受
講
料
納
付
書
を
お
送
り
し

ま
す
。

※
申
込
書
は
県
立
広
島
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
pu-hiroshim

a.ac.jp/

）か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
先

〒
７
２
７

−

０
０
２
３

広
島
県
庄
原
市
七
塚
町
５
６
２

県
立
広
島
大
学
総
務
課
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
担
当
者　

あ
て

そ
の
他　

２
回
す
べ
て
受
講
し

た
方
に
は
、受
講
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。

　

受
講
申
し
込
み
に
伴
う
個
人

情
報
は
、公
開
講
座
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学
総
務
課

☎
０
８
２
４

−

７
４

−

１
０
０
０

エ
ソ
ー
ル
ひ
ろ
し
ま
大
学

基
礎
講
座
受
講
生
募
集

　

時
事
テ
ー
マ
を
は
じ
め
と
し
て

男
女
共
同
参
画
社
会
の
基
礎
的

な
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
や
暮
ら
し

方
を
す
て
き
な
も
の
に
し
て
い
く

た
め
に
、い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
で

き
る
講
座
で
す
。

　

家
族・法
律・歴
史
な
ど
、目
か

ら
ウ
ロ
コ
の
内
容
が
満
載
で
す
。

　

な
ん
だ
か
お
か
し
い
な
ぁ
？
生

き
づ
ら
い
な
ぁ
？
と
思
っ
て
い
る

あ
な
た
に
お
勧
め
で
す
。

開
講
期
間

平
成
25
年
１
月
～
３
月（
計
６

回
）

月
２
回
土
曜
日
開
講

と
こ
ろ　
エ
ソ
ー
ル
広
島

（
広
島
市
中
区
富
士
見
町
11

−

６
）　

対
象

県
内
在
住
ま
た
は
通
勤
の
方

定
員　

25
人　

応
募
締
切　

12
月
15
日（
土
）

受
講
料　

３
千
円

そ
の
他　

無
料
託
児
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
財
）広
島
県
女
性
会
議

〒
７
３
０

−

０
０
４
３
広
島
市

中
区
富
士
見
町
11

−

６　

 

☎
０
８
２

−

２
４
２

−

５
２
６
２

FAX
０
８
２

−

２
４
０

−

５
４
４
１

広
島
県
雪
合
戦
大
会

と
き

２
月
２
日（
土
）・３
日（
日
）

と
こ
ろ

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
高
野
町
）

募
集
チ
ー
ム
数

○
一
般
の
部　

68
チ
ー
ム（
Ｐ

リ
ー
グ（
国
際
大
会
を
目
指
す
）

12
チ
ー
ム・Ｆ
リ
ー
グ（
雪
合
戦
を

楽
し
む
）56
チ
ー
ム
）

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

16
チ
ー
ム（
選
手
は
女
性
の
み
）

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

12
チ
ー
ム（
選
手
は
小
学
生
の

み
）

募
集
期
間　

11
月
16
日（
金
）～

12
月
14
日（
金
）

参
加
費（
１
チ
ー
ム
）

一
般・レ
デ
ィ
ー
ス�

１
万
２
千
円

ジ
ュ
ニ
ア　

�

５
千
円

そ
の
他　
「
一
般
の
部
Ｐ
リ
ー

グ
」と「
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
」の
優

勝
チ
ー
ム
に
は
、県
代
表
チ
ー
ム

と
し
て「
第
25
回
昭
和
新
山
国

際
雪
合
戦
大
会
」（
２
月
23・
24

日
、北
海
道
）の
出
場
権
と
派
遣

助
成
金
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７

−

０
４
０
２　

庄
原

市
高
野
町
新
市
１
１
７
１

−

１

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
高
野
支
所
産
業
建

設
室
内
）

☎
０
８
２
４

−

８
６

−

２
１
１
３

鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉｎ
雪
合
戦

出
店
者
募
集

　

高
野
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
広
島
県
雪
合
戦
大
会
」（
２
月

３
日（
日
）開
催
）を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開

催
し
ま
す
。自
慢
の
鍋
料
理
を

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
３
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ　

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

応
募
資
格

雪
合
戦
を
盛
り
上
げ
る
鍋
を
出

店
で
き
る
グ
ル
ー
プ

※
出
店
の
際
に
は
い
く
つ
か
要
件

が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

12
月
７
日（
金
）ま
で
に
、所
定

の
応
募
用
紙
に
よ
り
事
務
局
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。応
募
用

紙
は
送
付
し
ま
す
の
で
、事
務
局

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
で
す
。定
数
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

そ
の
他　

投
票
総
数
の
多
い
順

に
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、優
等
賞

を
選
出
し
、賞
状
と
賞
品
を
贈

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
野
地
域
づ
く

り
未
来
塾
事
務
局（
高
野
支
所

企
画
調
整
室
内
）

☎
０
８
２
４

−

８
６

−

２
１
１
１

奨学金制度説明会
　市は、高校・大学・専門学校などに進学・在学する生徒や学生
を対象に、奨学金の貸し付けなどを行っています。
　この制度の説明会を次のとおり開催しますので、平成２５年度
での利用を検討している方はご参加ください。（どの会場でも参
加できます。予約は不要です。）
地　　域 と　　き ところ
比和地域 １２月３日（月）  １９：００～ 比和文化会館 小会議室
高野地域 １２月３日（月）  １９：３０～ 高野支所 １階会議室
総領地域 １２月６日（木）  １９：００～ 総領支所 １階応接室
東城地域 １２月６日（木）  １９：００～ 東城支所 ２階庁議室
口和地域 １２月６日（木）  １９：００～ 口和支所 ２階会議室
西城地域 １２月１１日（火）１９：００～ 西城支所 ２階大会議室
庄原地域 １２月１３日（木）１９：００～ 庄原市ふれあいセンター 小会議室

問い合わせ
教育総務課総務係　☎０８２４−７３−１１８２
または各支所教育室
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information

そ

の

他

蜜
蜂
飼
育
届
出
の
義
務
化
に
つ
い
て

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
さ
れ
て
い
る

方
へ
～

「
蜜
蜂
飼
育
届
」の
提
出
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
！

　

改
正
養
蜂
振
興
法（
平
成
25

年
１
月
１
日
施
行
）に
よ
り
、蜜

蜂
を
飼
育
す
る
場
合
は
、そ
の
年

の
飼
育
計
画
な
ど
を
記
入
し
た

「
蜜
蜂
飼
育
届
」を
、毎
年
１
月

末
ま
で
に
県
に
提
出
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。趣
味
で

飼
育
す
る
場
合
も
提
出
が
必
要

で
す
。（
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ

ん
。）

　

な
お
、園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
用
に
飼
育
す
る
場
合
な
ど
、

届
け
出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
県
庁
畜
産

課（
☎
０
８
２

−

５
１
３

−

３
６
０
４
）ま
た
は
北
部
畜
産

事
務
所（
☎
０
８
２
４

−

７
２

−

２
０
１
５
内
線
２
４
１
５
）へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
７

入
っ
て
い
ま
す
か
？
自
賠
責
保
険

　

自
賠
責
保
険（
共
済
）は
、

万
一
の
交
通
事
故
の
際
の
基
本

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、バ
イ
ク・
原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
車
検
制
度
の
な
い
２
５
０

ｃｃ
以
下
の
バ
イ
ク
は
、期
限
切
れ

や
掛
け
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
貼
ら
れ

て
い
る
保
険（
共
済
）標
章（
ス

テ
ッ
カ
ー
）は
保
険
期
間
の
満
了

す
る
時
期
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

２
５
０ｃｃ
以
下
の
バ
イ
ク
を
お

持
ち
の
方
は
、保
険
期
間
が
過
ぎ

て
い
な
い
か
を
確
認
し
、早
め
に

更
新
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、自
賠
責
保
険（
共
済
）の

内
容・加
入
は
、車
両
販
売
店
や

自
賠
責
保
険（
共
済
）取
扱
店
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
４

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

　

県
民
手
帳
は
、２
色
印
刷
で

見
や
す
く
使
い
や
す
い
予
定
表

の
ほ
か
、官
公
庁
連
絡
先
や
統

計
資
料
、生
活
情
報
な
ど
が
収

録
さ
れ
て
お
り
、大
変
便
利
で

す
。

　

市
役
所
本
庁
窓
口
や
各
支
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価
格

『
県
民
手
帳
』

ポ
ケ
ッ
ト
版�

６
０
０
円

デ
ス
ク
版�

１
千
１
０
０
円

　

ま
た
、農
林
統
計
協
会
発
行

の
農
業
日
誌
な
ど
も
取
り
扱
い

ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

価
格

農
業
日
誌�

１
千
４
７
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌�

１
千
４
７
０
円

新
農
家
暦�

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
１
２

あっぱれ
庄原
全国レベルの大会出場
者、全国・県レベルの大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

【
全
国
大
会
】

全
国
川
柳
２
０
１
２
年

徳
島
大
会

（
６
月
10
日・徳
島
市
）

入
選　

荒
木
美
智
子（
是
松
町
）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
ぎ
ふ
清
流
大
会

（
10
月
13
～
15
日・岐
阜
市
）

陸
上
競
技（
40
歳
以
上
の
部
）

１
０
０
ｍ
走
・
立
ち
幅
跳
び

第
２
位

小
田　

雅
平（
比
和
町
）

全
日
本
少
年
少
女
武
道

（
銃
剣
道
）練
成
大
会

（
８
月
８
日・日
本
武
道
館
）

●
団
体
中
学
の
部

敢
闘
賞

小
奴
可
剣
友
会
Ａ

●
個
人
中
学
１
年
生
の
部

努
力
賞

山
崎　

隆
輝（
東
城
中
１
年
）

●
個
人
中
学
生
女
子
の
部

努
力
賞

立
川　

千
裕（
東
城
中
３
年
）

星
が
降
っ
て
き
て
森
全
体
が
光
っ

て
い
る
よ
う
な
光
景
は
、ほ
か
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
こ
だ

け
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
、テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
デ

ザ
イ
ン
も
魅
力
で
す
。ぜ
ひ
お
楽

し
み
に
！

【
開
催
期
間
】

11
月
17
日（
土
）～
１
月
６
日（
日
）

※
期
間
中
毎
日
開
園（
12
／
31
、

１
／
１
は
閉
園
）

【
開
園
時
間
】

９
時
30
分
～
21
時（
予
定
）※

期
間
中
の
月
曜
日
は
14
時
開
園

（
12
月
24
日
を
除
く
）

【
点
灯
時
間
】

17
時
30
分
～
21
時

問い合わせ　備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

※
入
園
は
20
時
ま
で

☆
２
つ
の
会
場
で
開
催

【
中
入
口
会
場
】

　
「
光
る
森
」、「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ツ
リ
ー
」、「
４
千
個
の
シ
ャ
ン
パ
ン

グ
ラ
ス
ツ
リ
ー
」な
ど
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
明
り
が
か
が
や
き
ま
す
。

ひ
ば
の
里
に
は
懐
か
し
い
昔
の
世

界
を
思
い
起
こ
さ
せ
る「
和
の
明

か
り
」を
展
開
し
ま
す
。

【
北
入
口
会
場
】

　

湖
畔
広
場
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

銀
河
が
登
場
し
ま
す
。ま
た
、今

年
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

で
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
飾
る「
ウ
イ
ッ

シ
ュ
ホ
ー
ル
」が
登
場
し
ま
す
。

☆
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
！！

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
こ
の
時
期

な
ら
で
は
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

週
末
を
中
心
に
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
17
日（
土
）に
は
点
灯

を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
す
る「
点
灯

式
」を
開
催
し
ま
す
。（
17
時
30

分
～
中
入
口
会
場
）

　

毎
年
好
評
の
、花
火
の
打
ち

上
げ
も
行
い
ま
す
。

と
き

11
月
17
日（
土
）・
12
月
8
日

（
土
）・21
日（
金
）

19
時
30
分
～
（
５
分
間
２
０
０

発
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
＆
お
菓
子

作
り
教
室
」参
加
者
募
集
中
！

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は“
手
作

り
の
ケ
ー
キ
”を
囲
ん
で
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
で
で
き
る
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
と
お
菓
子
作
り
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

講
師
は「
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
く

に
か
ね
」の
大
久
保
シェフ
。生
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
や
ブ
ッ
シ
ュ・ド・

ノ
エ
ル
作
り
、試
食
が
で
き
ま
す
。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き

11
月
17
日（
土
）10
時
～
14
時

と
こ
ろ

北
口
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
国

兼　

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
く
に
か
ね

参
加
料　

３
千
円（
入
園
料
、駐

車
料
込
）

定
員　

先
着
20
人（
15
歳
以
上
）

申
込
締
切

11
月
13
日（
火
）ま
で

※
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
事
前
予

約
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

７
２
１
１

（
受
付
時
間
９
時
～
17
時
）※
月

曜
日
定
休

※
イ
ベン
ト
の
詳
細
は
、公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

星フル夜、光ル森。
光ノ森ノ、ファンタジー
「ウインター
イルミネーション２０１２」

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
１
２　

今
年
の

テ
ー
マ
は「
そ
ら
の
旅
」！！

　

冬
の
夜
を
60
万
球
の
明
か
り

で
彩
り
、美
し
い
光
の
景
色
を

作
り
だ
す「
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
２
」が
11
月

17
日（
土
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

林
の
木
々
に
飾
り
付
け
た
無

数
の
電
球
が
か
が
や
き
、ま
る
で

（要予約）
（広島司法書士会所属）

※期間中毎日開園（12/31、1/1 は閉園）
１１月１７日（土）から１月６日（日）まで開催！！

募集種目 自衛官候補生（男子）
受付期間 １２月７日（金）まで
試験日程 １２月８日・９日のうち指定する１日
応募資格 １８歳以上２７歳未満

自衛官候補生募集
～平和を仕事にする～

自衛隊三次地域事務所　☎０８２４−６２−０３５０
総務課行政係　　　　　☎０８２４−７３−１１２３
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広報日記
　今月の広報取材では、行く先々で子どもたちに癒やされま
した。そんな庄原市の将来を担う子どもたちが、健やかに育
つために必要な環境を私たち大人がしっかりと整える必要が
あると思います。その意味で、今回ご紹介した母子保健事業
は欠かすことのできない事業だと思います。我が家もこの事
業に大変お世話になっていますが、子どもが健やかに育つた
めには、まず親が心身ともに健康であることが大切だと、改め
て感じています。あまりこの事業を利用していないという方、ぜ
ひご利用をお待ちしています。奥

１１月・１２月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

人の動き
平成24年９月末日現在

[住民基本台帳登載人口]
人口　３９，７０２人（前年比−５９３人）　
男　　１８，７５７人（前年比−３５９人）　
女　　２０，９４５人（前年比−２３４人）　
世帯数　１６，０３２世帯（前年比−２００世帯）
[うち外国人]
人口　３０４人（前年比−４人）
[各地域の内訳]
○庄原地域　１９，１７９人（７，８３３世帯）
○西城地域　４，０５４人（１，５３５世帯）
○東城地域　８，９４１人（３，７９３世帯）
○口和地域　２，２７０人（８３５世帯）
○高野地域　２，０５６人（７０８世帯）
○比和地域　１，６３１人（６６２世帯）
○総領地域　１，５７１人（６６６世帯）

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２･４水曜日

１１月１４日・２８日
１２月１２日

  ９：００～  ９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

と　き　１１月２６日（月）１２時１５分～５５分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　山本　巧美（トランペット）
　　　　小田原政広（ギター）
演奏曲目　Ａ列車で行こう、明るい街角でほか
山
や ま も と た く み

本巧美・・・昭和４１年庄原市生まれ。１２歳でトランペッ
トを始め、庄原格致高校卒業後、１８歳から本格的に演奏
活動を開始する。ジャズからクラシックまで作曲・編曲も手
がける。現在、コンボやスモール編成、ビッグバンドから金
管五重奏まで広島市内を中心に幅広いスタイルで活躍
中。

小
お だ わ ら ま さ ひ ろ

田原政広・・・大学在学中からジャズクラブで演奏活
動を始め卒業と同時に音楽制作の仕事にも数多く携わ
る。シンガーソングライター「森本ケンタ」のサポートやＴＳＳ
「満点ママ」のオープニングテーマ曲「ＧｏｏｄＤａｙ」のアレ
ンジほか、作品多数。

問生涯学習課文化振興係☎0824-73-1189
市役所ロビーコンサート

献血を次のとおり実施します。皆さんのご協力をお願いします。

献血のご案内
問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

★１２月の展示案内★
しめ縄・わら細工作品展
８日（土）～ 10 日（月）10 時～ 17 時
わら細工作品募集中。作品を７日（金）14 時
～ 16 時にアート多愛夢へご持参ください。
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月 20 日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎ 0824-72-0075
　　　と　き　12 月９日（日）９時～ 13 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

☎0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

12月

【１１月～１２月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○かずら教室
　「クリスマスリース作り」
　とき　１１月２１日（水）９時３０分～１２時
　参加費　１，３００円　定員　１５人
○郷土料理教室
　「比婆山地風十三種おせち料理」
　とき　１２月６日（木）　１０時～１４時　
　参加費　１，５００円　定員　３０人

▼展示・その他
　○中国物産展
　とき　１１月２３日（金）～１２月２日（日）
　○三村青楓リース展示販売会
　とき　１１月３０日（金）～１２月２日（日）

休日診療のご案内

●庄原地域
月　日 診療所名 電話番号

11 月 11 日（日） 河本医院 ０８２４−７５−０３１１
18 日（日） 笠間医院 ０８２４−７２−０５３５
23 日（金） 毛利医院 ０８２４−７２−２８６３
25 日（日） 藤野医院 ０８２４−７２−４６４６

12 月 2 日（日） 庄原赤十字病院 ０８２４−７２−３１１１
9 日（日） 毛利医院 ０８２４−７２−２８６３

●東城地域
月　日 診療所名 電話番号

11 月 11 日（日） 三上クリニック ０８４７７−２−１１５１
18 日（日） こぶしの里病院 ０８４７７−２−５２５５
23 日（金） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０
25 日（日） 瀬尾医院 ０８４７７−２−００２３

12 月 2 日（日） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０
9 日（日） 細川医院 ０８４７７−２−００５４

１１・１２月の休日診療については、次のとおりです。

実施日 会場 受付時間

１１月１４日（水） ＪＡ庄原本所 ９時４５分～１１時１５分
広島県庄原庁舎 １３時１５分～１５時

１２月３日（月） ジョイフル １１時３０分～１５時

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

　花崗岩は、地下の深いところで、ゆっくりとマグマが冷えて固
まった深成岩類のうち、主成分が石英で非アルカリ性であるもの
とされています。
　花崗岩は世界的に見ても広く分布しているポピュラーな岩石
で、広島の花崗岩はジェラ紀～白亜紀（約２億年前～約
６千５百万年前）にかけて形成されたものと言われています。
　一口に花崗岩といっても、墓石として使われたもの、国会議事
堂に使われたものなど、いろいろなものがあります。たとえば、中国
山地の花崗岩には磁鉄鉱が含まれているのが特徴で、この花崗
岩の風化土（真砂土）を利用したカンナ流しが、江戸時代から明
治時代まで盛んに行われていました。
　皆さんもグラウンドの真砂土に磁石をくっ付けると、砂鉄が取れ
た経験があると思いますが、昔の人は真砂土を水で流し、比重に
より鉄を選別したカンナ流しで集めた鉄で「たたら製鉄」を行って
いたのです。
　このように、岩石ひとつをとってみても、いろいろな使われ方をし
ていることが分かります。
　地学分館では、そういったさまざまな種類の花崗岩を展示して
いますので、ぜひ見に来てください。

花崗岩

食育コーナー
問教育指導課　☎0824-73-1184

ふれあい市長室の日程
問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　１２月８日（土）９時～１２時
ところ　総領支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

食育・健康づくり研修会を開催しました
　市内小・中学校の教職員を対象にした食育・健康づくり研修会を９
月１３日に開催しました。
　参加した２７人は、中学校の教諭によるアウトメディアの取り組みな
どの実践発表や、庄原市健康づくり計画の概要説明を受けた後、各
学校での食に関する現状と課題がある中で食育をどう推進していく
のかをグループで話し合いました。
　食事のマナーや朝食指導など各学校の課題を
それぞれ情報交換しながら、改善するためどう
いった指導が必要かを熱心に議論しました。
　今後も、家庭・地域と連携した食育を推進してい
きます。

庄原の郷土料理を知っていますか？
　６月に行った「食に関する実態調査」の児童・生徒アンケート結
果から、郷土料理についての認識が低いことが分かりました。
「郷土料理とは」
　地域の特産品を使って昔から作られている伝統的な料理。庄
原では「わに料理」や東城の「雪けし鍋」などが有名。他には「煮
しめ」「なば料理」「山菜料理」など普段食べているものや、「ち
しゃもみ」「きゅうりざい」「だいこざい」などがある。
　ご家庭でも「郷土料理」について話をしてみてください。

○郷土料理を知っていますか？

８種類位 ８．３％

５種類位 ２０．９％ 

３種類位 ４７．１％ 

知らない ２３．７％ 

研修会の様子

左：森脇の花崗岩（磁石がくっつきます）　　右：沿岸部の花崗岩

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005
開館　９時～17時（年末年始休館）

磁石
↓

○ 家庭で郷土料理を食べたこと
がありますか？

８種類位 １３．９％

５種類位 １９．５％ 

３種類位 ４５．５％ 

ない ２１．１％ 

※抽出校６校（小６・中２）の結果


